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「 ブランド 戦略」 は マーケティング の 上位 に 位置付け られ、 マーケティング 活

動 そのもの を 規定 する ため の「 上位 戦略」

「ブランド」 とは、 生活 者 1 人 1 人 の 心 の 中 に ある

「ブランド とは、 生活 者 から 見 た 独自 の 役割 を 築き、 感情移入 が 伴っ た モ

ノ や サービス の こと」

生活 者 は それぞれ 多様 な ライフスタイル や 価値観 を 持っ て い ます。 その コ

ンテキスト（ 背景） に対する 深い 理解 を 伴わ ない 限り、 生活 者 からの 感情移

入 を 勝ち取る こと は でき ませ ん。

「 企業 都合」「 モノ 起点」「 どう 売る か？」 という 発想 を 越え て「 生活 者 都

合」「 顧客 起点」「 感情移入 重視」 という マインド セット に 転換 が でき た なら、

単なる「 教科書 的」 では ない 血肉 の 通っ た ブランディング が 実践 できる
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ブランディングの戦略立案ステップ

ステップ１：ブランディング の 立脚点 を 揃える

「 ブランディング とは 何 か？」 を チーム メンバー と 共有 する こと です。

ステップ 2： ブランド を 取り巻く 環境 変化 を 捉える

外部環境の分析のこと。よく 用い られる手法として長期的な視野を持つための

「 PEST 分析」、競合（C） ブランド を 上回る 魅力 で 生活 者（C） ニーズ を 満た

し、 利益 を 上げ 続ける 企業活動（C）を意味する「 3 C 分析」。マーケティングの本

質そのもの。

3 C 分析 の 目的 は「 市場・顧客」「 競合」「 自社」 の 3 つ を 分析 し、 マー

ケティング の KFS（ Key Factor for Success： 成功 要因） を 発見 する こと

ステップ 3： ブランド 戦略 を 策定 する

「 独自 の 役割 を 築き」「 感情移入 を 形創る」ために、次の項目を策定する

● ブランド アイデンティティ：

ブランド が 創り 上げる「 より 良い 社会 の 姿」 を 定義 する

● ブランド 提供 価値：

ブランド が 提供 する 価値（ ＝ 喜び） を 定義 する

● ブランド 知覚 品質：

認識 し て もらう べき 品質 を 定義 する

● ブランド 連想：

ブランド が 際立つ ため の 連想 を 定義 する

● ブランド パーソナリティ：

ブランド の 個性 や 態度 を 定義 する

ステップ 4： ブランディング の 評価 指標 を 設定 する

では「 ブランド エクイティ」 や「 KPI の 設定 方法・手順」

ステップ 5： STP 戦略 を 策定 する
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STP 戦略 とは「 生活 者 を 分類 し（ Ｓ：セグメンテーション）」「 その 分類 の 中 か

ら ターゲット を 選択 し（ Ｔ：ターゲティング）」「 その ターゲット にとって 独自 の

役割 を 築き上げ て いく（ Ｐ： ポジショニング） 取り組み を 指し ます。

顧客目線で策定するために、ターゲティング と ポジショニング の 間 に「 ペルソナデ

ザイン」 と「 イン サイト」 を 加える こと

ステップ 6： ブランド の デザイン ポリシー を 策定 する

生活 者の 第一印象 を 創り、 トライアル 購入 に 影響 を 与える 非常 に 重要 な 要

素。

デザイン は「 パッケージ デザイン」「 コマーシャル」「 グラフィック デザイン」「 WEB
デザイン」「 店頭 POP デザイン」 などに 形 を 変え て 表 に 出 て いく


